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２０２０年１月２７日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ四国労組 2020 年新春セミナー・新春交歓会 

全員参加のＪＲ四国労組運動を展開する！ 
 

ＪＲ四国労組は、１月 11 日、香川県宇多津町において、2020 年新春セミナー

及び 2020 年新春交歓会を開催し、四国各地からの組合員や来賓を含め約 120 人

が参加した。ＪＲ連合からは、荻山市朗会長と中村鉄平交通政策部長が出席した。 

 

新春セミナーでは、荻山会長が「私たちが目指す『みんなのＪＲ連合』」をテー

マに自身の経験を踏まえつつ、責任ある労働組合の役割や集団的労使関係の必要

性などを講演し、今後のＪＲ連合の取り組みにむけた決意を語った。セミナーの

最後には「『自利利他』の気持ちで仲間とともに思いを共有しながら、自信を持

って労働組合活動を進めよう」と締めくくった。 

 

新年交歓会には、小川淳也衆議院議員（ＪＲ連合国会議員懇談会事務局長）、

玉木雄一郎衆議院議員、森信夫連合香川会長、井上浩司四国交運労協議長、半井

真司ＪＲ四国代表取締役社長ら、多くの来賓が駆けつけた。 

交歓会の冒頭で挨拶に立ったＪＲ四

国労組の大谷清執行委員長は「ＪＲ採用

が８割を占めるように、世代交代が急速

に進んでおり、あらためてこれまでの運

動の継承に努めるとともに、さらなる飛

躍にむけた全員参加のＪＲ四国労組運

動を展開しなければならない」と述べ、

「近年、若手組合員の退職が増えている

が、要員不足は安全を阻害する要因とし

ても危惧している。2020 春季生活闘争に

むけては例年以上に『人』を意識して、あるべき労働条件を実現すべく臨んでい

く」と力強く語り、新たな１年を一丸となって取り組む決意を共有した。 

 


